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国 籍 日本 
 
学 歴    年 月 日         事       項 

1986 年 4 月 1 日   福井大学医学部 入学 
     1992 年 3 月 31 日   福井大学医学部卒業 

1997 年 4 月 1 日   大阪医科大学大学院医学研究科博士課程 
（産婦人科専攻） 入学 

     2001 年 3 月 31 日   同課程所定の単位を取得 
学 位    年 月 日         事       項 
     2001 年 7 月 25 日   博士（医学）(大阪医科大学) 
免 許    年 月 日         事       項 
  1992 年 5 月 27 日   医師免許 
認定医等   年 月 日         事       項 
     1997 年 10 月 1 日   日本産科婦人科学会専門医 
     1997 年 12 月 5 日   日本臨床細胞学会細胞専門医 
     2006 年 5 月 1 日   日本婦人科腫瘍学会専門医 
     2006 年 8 月 4 日   日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医 

2006 年 9 月 1 日   日本がん治療認定医 
2011 年 1 月 1 日   日本内視鏡外科学会技術認定医 
2015 年 4 月 1 日   日本臨床細胞学会教育研修指導医 
2015 年 8 月 1 日   日本産科婦人科学会指導医 

     2015 年 12 月 5 日   日本婦人科腫瘍学会専門医制度婦人科腫瘍指導医 
2020 年 10 月 1 日 日本婦人科ロボット手術学会ダヴィンチプロクター 
2022 年 12 月 27 日 日本婦人科ロボット手術学会 Hinotori ファーストイン

ストラクター、プロクター 
2020 年 10 月 1 日   日本女性医学会女性ヘルスケア専門医 
2022 年 9 月 1 日     日本女性医学会女性ヘルスケア指導医 

  
  職 歴    年 月 日         事       項 

1992 年 6 月 1 日   大阪医科大学附属病院臨床研修開始 
1994 年 6 月 1 日   大阪医科大学（専攻医―産婦人科学） 
1994 年 6 月 16 日   大阪医科大学（助手―産婦人科学） 
1998 年 4 月 1 日   国内留学（東北大学加齢医学研究所腫瘍循環研究分野） 
2001 年 4 月 1 日   大阪医科大学産婦人科学教室助手に復職 
2002 年 7 月 1 日   出向（枚方市民病院―産婦人科学） 
2002 年 12 月 16 日   大阪医科大学産婦人科学教室助手に復職 
2003 年 3 月 1 日   大阪医科大学学内講師（産婦人科学教室） 
2004 年 10 月 1 日   国外留学（米国コロラド洲立大学病理学教室） 
2005 年 9 月 30 日   国外留学終了（同上） 
2005 年 10 月 1 日   大阪医科大学 学内講師（産婦人科学）復職 
2006 年 4 月 1 日   大阪医科大学附属病院婦人科・腫瘍科 医長 
2006 年 6 月 1 日   大阪医科大学講師（産婦人科学教室） 
2012 年 4 月 16 日   大阪医科大学診療准教授（産婦人科学教室） 
2014 年 7 月 1 日   大阪医科大学附属病院産科・生殖医学科 科長 



2014 年 7 月 1 日   大阪医科大学准教授（産婦人科学教室） 
2018 年 12 月 16 日 神戸大学医学部産科婦人科学分野婦人科先端医療学部

門 特命教授 
2020 年 12 月７日 神戸大学医学部産科婦人科分野診療科長 

総合周産期母子医療ンセンター長 
2021 年 10 月 1 日     地域活性化センター先端外科医療・内視鏡トレーニン 

グセンター長 
        現在に至る． 
賞 罰 
     2006 年 2 月 1 日   第 2 回 藤田賞授賞 
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(英文) 
(分担執筆） 
１． Kuramoto H, Nishida M,(eds). Ueda M, Yamashita Y, Takehara M, Terai Y, 

Kumagai K,  Ueki K, Kanda K, Yamaguchi H, Akise D, Yamashita H, Hung YC 
and Ueki M. Biological implications of surviving gene expression in the 
development of endometriosis and endometrial carcinoma in:cell and molecular 
biology of endometrial carcinoma. Springer-Verlag Tokyo, 2003, pp. 252-263. 

 
２． Mikami M (editor), Terai Y.  Surgery for Gynecologic Cancer, Comprehensive 

Gynecology and Obstetrics, 18. Laparoscopic Surgery for Endometrial Cancer. 
Springer Nature Singapore Pte Ltd. 2019, p283-294. 

 
３． Daisuke Aoki(editor), Terai Y.  Recent Topics on Prevention, Diagnosis, and Clinical 

Management of Cervical Cancer Sentinel Navigation Surgery for Local Advanced 
Cervical Cancer, Springer Nature Singapore Pte Ltd. 2024, p149-161. 

 
(和文) 
(分担執筆) 
１． 新女性医学体系 39 産婦人科の良性腫瘍 卵巣の良性腫瘍、類腫瘍病変 良性腫瘍：

総論 ー治療ー 寺井義人，岡本吉明. 中山書店, 1999 
 

２． 今日の診療のために ガイドライン 外来診療 2002  婦人科疾患:子宮癌 寺井義人，

植木 實.日経メディカル開発, 2002 
 

３． 婦人科疾患:子宮癌 寺井義人，植木 實. 日経メディカル開発 2005 
 

４． 卵巣癌 診療ハンドブック 杉山 徹偏 5-1 腫瘍マーカー 寺井義人. ヴァンメデ

ィカル, 56~59 2009 
 
５． 臨床ナースのための Basic & Standard 婦人科看護の知識と実際 大道正英 監修，分担

執筆者（金村昌徳，竹原幹雄，亀谷英輝，寺井義人，奥田喜代司，田辺晃子，山下能毅） 
MC メディカ出版, 2009 

 
６． 婦人科ナーシングプラクティス 倉智博久，大谷和子，大道正英，神谷美佐子，若槻明彦，

伊藤惠子偏 分担執筆者（金村昌徳，竹原幹雄，亀谷英輝，寺井義人，奥田喜代司，田辺

晃子，山下能毅，恒遠啓示，関島龍治，楢原敬二郎，佐々木浩）文光堂, 2009 
 

７． 卵巣癌治療ガイドライン 2010 日本腫瘍学会編 概論・卵巣癌の治療・手術療法 大道正

英，寺井義人， 金原出版, 2010 
 

８． 宇田川康博監修，八重樫信生，片淵秀隆偏 ７．上皮性卵巣がんの初回治療 寺井義人，

佐々木浩，大道正英, インフォームドコンセントのための図説シリーズ 卵巣癌 医歯薬

ジャーナル社, 2010 
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９． 患者さんと家族のための子宮頸がん・体がん、卵巣がん治療ガイドライン解説 Q55.子宮

を大きく摘出した場合、夫婦生活は諦めなければならないのでしょうか？ 寺井義人.金原 
出版, 2010 
 

１０．  GPS レビュー：卵巣がん治療ガイドライン 卵巣がん治療ガイドライン・レビュー   
寺井義人，大道正英. 医療情報サービス Minds, 2011 
 

１１． 「婦人科がんの緩和ケア」 プロフェッショナルがんナーシング 寺井義人. MC メディ

カ出版 2(6) P85-87, 2012 
 

１２． 子宮体がん治療ガイドライン 2013 年版 寺井義人 金原出版, 2013 
 

１３． 産婦人科内視鏡手術ガイドライン 2013 年版 寺井義人 金原出版, 2013 
 

１４． 【プロメテウス 婦人科がん最新医療】 子宮体がんの手術療法 腹腔鏡下手術 寺井義

人，田中智人，藤原聡枝，兪 史夏，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，金村昌徳，大道

正英 産婦人科の実際62(12): 1773-1778, 金原出版, 2013 
 

１５． EBM 婦人科疾患の治療 寺井義人 金原出版, 2013-2014 
 

１６． 子宮頸癌トータルマネジメント, 寺井義人, メディカルレヴュー社, 2014 
 

１７． 婦人科癌診療 Q&A 寺井義人，大道正英，中外医学社, 2014 
 
１８． 腹腔鏡下悪性腫瘍手術の最前線 特に広汎子宮全摘術のコツ 骨盤神経温存の確実性が

向上。開腹手術とは異なる手術手技の習得が求められる(Q&A) 寺井義人日本医事新報 
4832 号：59-60, 2016 
 

１９． One Fleek 産婦人科手術 分担執筆者 寺井義人、産婦人科の実際67(11): 1330-1337,
金原出版、2018 
 

２０． 子宮体がん治療ガイドライン 2018 年版 日本婦人科腫瘍学会編、分担執筆者     

寺井義人、金原出版社、2018 
 

２１． 産婦人科内視鏡手術ガイドライン 2019 年版 日本産科婦人科内視鏡手術学会編、分担

執筆者 寺井義人、金原出版社、2019 
 

２２． 担当医としてこのようにこたえたい がん患者・家族からの質問 分担執筆者 寺井義

人、へるす出版、2019 
 

２３． 卵巣がん・卵管がん・腹膜癌治療ガイドライン 2020 年版 日本婦人科腫瘍学会編、分

担執筆者 寺井義人、金原出版社、2020 
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２４． 「産婦人科におけるロボット支援下手術の現状と展望」日本産婦人科医会報、     

寺井義人、日本産科婦人科医会、2020 
 

２５． 産科婦人科臨床 悪性腫瘍 分担執筆者 寺井義人、中山書店、2020 
 

２６． 産婦人科専門医のための必修知識 日本産科婦人科学会編 分担執筆者 寺井義人、日

本産科婦人科学会、2020 
 

２７． 産婦人科内視鏡手術 スキルアップ 第 3 版 日本産科婦人科内視鏡学会編 分担執筆

者 寺井義人、日本産科婦人科内視鏡学会、2020 
 

２８． 4.腹腔鏡下広汎子宮全摘術とロボット支援腹腔鏡下広汎子宮全摘術、JGOG ニュースレ

ター 寺井義人、日本婦人科化学療法機構、2020 
 

２９． Rare tumor の最新知識 子宮頚部腫瘍 神経内分泌腫瘍 産婦人科の実際, 長又哲史, 
寺井義人, 金原出版, 867-872, 2021 

 
３０． 子宮体癌取扱い規約（病理編）第 5 版 

日本産婦人科学会・日本病理学会編 編集委員 寺井義人他、金原出版、2022 
 
３１． 子宮頸癌取扱い規約（病理編）第 5 版 

日本産婦人科学会・日本病理学会編 編集委員 寺井義人他、金原出版、2022 
 
３２． 卵巣腫瘍・卵巣癌・腹膜癌取扱い規約（病理編）第 2 版 

日本産婦人科学会・日本病理学会編 編集委員 寺井義人他、金原出版、2022 
 
３３． 子宮体がん治療ガイドライン 2023 年度版  

日本婦人科腫瘍学会編、編集委員 寺井義人他、金原出版、2023 
 
３４． 患者さんとご家族のための子宮頸がん・子宮体がん・卵巣がん治療ガイドライン  

日本婦人科腫瘍学会編 編集委員 寺井義人他、金原出版、2023 
 
３５． 卵巣腫瘍・卵管癌・腹膜癌取扱い規約 臨床編 第 1 版(補訂版),  

日本産科婦人科学会・日本病理学会編 編集委員 寺井義人他、金原出版、2023 
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１． Yamada T, Yamashita Y, Terai Y, Ueki M，Intraoperative blood salvage in abdominal 

uterine myomectomy，Int J Gyne Obst，1997，56，141-145.（IF=2.6，CI=11） 
 
２． Ueda M, Ueki M, Terai Y, Morimoto A, Fujii H, Yoshizawa K and Yanagihara T， 

Stimulatory effects of EGF and TGF-α on invasive activity and 
5'Deoxy-5-Fluorouridine sensitivity in uterine cervical-carcinoma SKG-IIIB cells，Int 
J Cancer，1997，72，1027-1033.（IF=5.7，CI=20） 

 
３． Yamada T, Terai Y, Yamashita Y and Ueki M，Removal of Malignant Cells through a 

Leukocyte-Depletion Filter for Autologous Blood Transfusion，Int J Clin Oncol，1997 
2，143-14.（IF=2.4，CI=0） 

 
４． Ueda M, Ueki K, Kumagai K, Terai Y, Okamoto Y, Ueki M, Otsuki Y，Apoptosis and 

tumor angiogenesis in cervical cancer after preoperative chemotherapy，Cancer Res，
1998，58，2343-2346.（IF=12.5，CI=45） 

 
５． Ueda M, Fujii H, Yoshizawa K, Kumagai K, Ueki K, Terai Y, Yanagihara T, Ueki M， 

Effects of sex steroids and growth factors on invasive activity and 
5'-deoxy-5-fluorouridine sensitivity in ovarian adenocarcinoma OMC-3 cells，Jpn J 
Cancer Res，1998，89，1334-1342.（IF=2.225，CI=6） 

 
６． Ueda M, Ueki K, Kumagai K, Terai Y, Kanemura M, Ueki M，Neoadjuvant 

intra-arterial infusion chemotherapy induces apoptotic cell death in lacally advanced 
uterine cervical carcinoma. A preliminary report，Int J Gynecol Cancer，1998，8，
144-149.（IF=4.1，CI=4） 

 
７． Ueda M, Fujii H, Yoshizawa K, Terai Y, Kumagai K, Ueki K, Ueki M，Effects of EGF 

and TGF-alpha on invasion and proteinase expression of uterine cervical 
adenocarcinoma OMC-4 cells，Invasion Metastasis，1998，18，176-183.（IF=1.438，
CI=8） 

 
８． Ueda M, Terai Y, Kumagai K, Ueki K, Okamoto Y, Ueki M，Correlation between 

tumor angiogenesis and expression of thymidine phosphorylase and patient outcome 
in uterine cervical carcinoma，Hum Pathol，1999，30，1389-1394.（IF=2.7，CI=26） 

 
９． Ueda M, Ueki M, Terai Y, Ueki K, Kumagai K, Fujii H, Yoshizawa K, Nakajima M， 

Biological implications of growth factors on the mechanism of invasion in 
gynecological tumor cells，Gynecol Obstet Invest，1999，48，221-228.（IF=2，CI=11） 
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１０． Terai Y, Ueda M, Kumagai K, Ueki K, Ueki M，Tumor angiogenesis and thymidine 

phosphorylase expression in ovarian carcinomas including serous surface papillary 
adenocarcinoma of the peritoneum，Int J Gynecol Pathol，2000，19，354-360.（IF=1.6，
CI=14） 
 

１１． Kanno S, Oda N, Abe M, Terai Y, Ito M, Shitara K, Tabayashi K, Shibuya M and Sato 
Y，Roles of two VEGF receptors, Flt-1 and KDR, in the signaltranduction of VEGF 
effects in human vascular endothelial cells，Oncogene，2000，19，2138-2146.（IF=6.9，
CI=299） 

 
１２． Ueda M, Kitaura K, Kusada O, Mochizuki Y, Yamada N, Terai Y, Kumagai K, Ueki K, 

Ueki M，Regulation of dihydropyrimidine dehydrogenase and pyrimidine nucleoside 
phosphorylase activities by growth factors and subsequent effects on 5-fluorouracil 
sensitivity in tumor cells，Jpn J Cancer Res，2000，91，1185-1191.（IF=2.225，CI=12） 
 

１３． Ueda M, Terai Y, Kumagai K, Ueki K, Kanemura M, Ueki M，Correlation between 
thymidine phosphorylase expression and invasion phenotype in cervical carcinoma 
cells，Int J Cancer，2001，91，778-782.（IF=5.7，CI=31） 

 
１４． Terai Y, Abe M, Miyamoto K, Koike M, Yamasaki M, Ueda M, Ueki M, Sato Y，

Vascular smooth muscle cell growth-promoting factor/F-spondin inhibits angiogenesis 
via the blockade of integrin avb3 on vascular endothelial cells，J Cell Physiology，
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木 實，産婦人科の進歩，54 巻，386-389，2002 
 

２６． 子宮内膜症合併不妊の卵巣顆粒膜細胞における VGEF mRNA 発現の検討，山下能毅，

植田政嗣，寺井義人，後山尚久，植木 實，産婦人科の進歩，55 巻，83-84，2002 
 

２７． 進行子宮頸癌腺癌に対する動注化学療法，植木 健，山口裕之，神田宏治，寺井義人、

熊谷広治 
 

２８． 子宮内膜癌手術例への補助化学療法の成績と予後因子の解析，神田宏治，植田政嗣，植  

木 健，熊谷広治，寺井義人，山下光里，植木 實，産婦人科の進歩，55 巻，332-334，
2003 
 

２９． 難治性卵巣癌に対する取り組み，竹内聡，宮本岳雄，左右田裕生，鈴木美奈子，山辺晋

吾，寺井義人，植田政嗣，植木 實，濱名伸也，本山 覚，丸尾 猛，産婦人科の進歩，

56 巻，310，2004 
 

３０． 子宮頸部悪性腺腫の診断について，山口裕之，寺井義人，植木 健，明瀬大輔，出馬晋

二，植田政嗣，山本和宏，神田宏治，植木 實，産婦人科の進歩，56 巻，116-118，2004 
 

３１． 当科における再発卵巣癌治療の検討，明瀬大輔，寺井義人，平井隆次，山口裕之，植田

政嗣，植木 實，産婦人科の進歩，56 巻，318-320，2004 
 

３２． 当科における子宮体部非上皮性悪性腫瘍の臨床的検討，西山浩司，寺井義人，山口裕之，

神田宏治，金村昌徳，植田政嗣，植木 實，産婦人科の進歩，56 巻，501-504，2004 
 

３３． 卵巣癌の肝転移における DSM 併用肝動脈注療法は有用か？山本和宏，有本 博，楢林 

勇，寺井義人，植田政嗣，植木 實，Radiology Frontier，7 巻，153-155，2004 
 

３４． 過多月経を主訴とする子宮筋腫合併例に対する子宮鏡を併用したマイクロ波子宮内膜凝

固性法の検討，荘園ヘキ子，山口裕之，中井 豪，竹原幹雄，寺井義人，猪木千春，亀

谷英輝，植田政嗣，植木 實，産婦人科の進歩，58 巻，184-186，2006 
 

３５． ホルモン補充療法中の乳腺画像所見 －マンモグラフィ・超音波検査併用検診例での検討

―，藤野久仁子，榎本智子，寺井義人，後山尚久，植木 實，日本乳癌検診学会誌，15
巻，284-288，2006 
 

３６． 卵巣チョコレート嚢胞に対する保存手術と GnRH アゴニスト併用療法の治療成績，竹原幹

雄，植田政嗣，寺井義人，山下能毅，植木 實，HORMONE FRONTIER IN 
GYNECOLOGY， 13 巻，85-89，2006 
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３７． 当科における若年子宮頸部前癌病変についての後方視的検討，西山浩司，金村昌徳，田中

良道，山口裕之，出馬晋二，恒遠啓示，安田勝行，竹原幹雄，寺井義人，大道正英，産婦人

科の進歩，59 巻，92-94，2007 
 

３８． 妊婦に対する子宮頸部円錐切除症例の臨床的検討，田中良道，恒遠啓示，西山浩司，山

口裕之，出馬晋二，金村昌徳，山下能毅，寺井義人，亀谷英輝，大道正英，産婦人科の

進歩，59 巻，153-155，2007. 
 

３９． 当科における子宮内膜癌と子宮内膜異型増殖症に対する MPA 療法の治療成績，安田勝行，

猪木千春，田中良道，恒遠啓示，佐々木浩，竹原幹雄，金村昌徳，寺井義人，大道正英，産

婦人科の進歩，59 巻，287-289：2007 
 

４０． 当科における再発上皮性卵巣癌の治療成績，田中良道，関島龍治，恒遠啓示，佐々木浩，

竹原幹雄，金村昌徳，寺井義人，大道正英，産婦人科の進歩，61 巻，17-20，2009 
 

４１． 当科における粘液性腺癌の治療成績，佐々木浩，関島龍治，田中良道，恒遠啓示，金村

昌徳，寺井義人，大道正英，産婦人科の進歩，62 巻，32-34，2010 
 

４２． 子宮内膜症に対するジェノゲストの術前投与の試み，奥田喜代司，湯口裕子，林 篤史，

田辺晃子，苅田正子，中村嘉宏，楢原敬二郎，山下能毅，寺井義人，大道正英，HORMONE 
FRONTIER IN GYNECOLOGY，17 巻，181-184，2010 
 

４３． 婦人科がん診断における PET-CT の意義，恒遠啓示，寺井義人，藤原聡枝，田中良道，

関島龍治，佐々木浩，金村昌徳，大道正英，産婦人科の進歩，62 巻，255-257，2010 
 

４４． 子宮内膜症に卵管・卵巣膿瘍を併発した症例に対する腹腔鏡下手術 (卵巣チョコレート

嚢胞の機能温存外科治療のコツ)，奥田喜代司，吉田陽子，関島龍治，苅田正子，中村嘉

宏，楢原敬二郎，林 篤史，林 美佳，山下能毅，寺井義人，大道正英，日本エンドメ

トリオーシス学会会誌 ，31 巻，55-58，2010 
 

４５． 婦人科がん克服女性の骨密度・動脈硬化に関する検討，田辺晃子，関島龍治，西尾桂奈，

丸岡理紗，木村侑子，篠原真弓，井川佳世恵，楢原敬二郎，金村昌徳，寺井義人，大道

正英，Osteoporosis Japan，18 巻，471-474，2010 
 

４６． 進行子宮頸癌患者に対する術前化学療法（neoadjuvant chemotherapu:NAC）の治療成績，

川口浩史，金村昌徳，芦原敬允，劉 昌恵，前田和也，西尾桂奈，藤原聡枝，兪 史夏，田中

良道，関島龍治，恒遠啓示，佐々木浩，寺井義人，大道正英，産婦人科の進歩，63 巻，

356-358，2011 
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４７． 子宮体がんにおける筋層浸潤の予後への影響とリンパ節郭清の意義，藤原聡枝，高井雅

聡，兪 史夏，田中良道，恒遠啓示，佐々木浩，金村昌徳，寺井義人，大道正英，産婦

人科の進歩，64 巻，364-366，2012 
 

４８． 卵巣線維腫に対する腹腔鏡下手術 単孔式の有用性，林 篤史，奥田喜代司，佐野 匠，

古形祐平，中村嘉宏，吉田陽子，林 美佳，山下能毅，寺井義人，大道正英，日本産科

婦人科内視鏡学会雑誌，28 巻，433-437，2012 
 

４９． 子宮内膜症に対する細径腹腔鏡下手術，永易洋子, 奥田喜代司, 恒藤啓示, 中村嘉宏, 吉
田陽子, 林 篤史, 林 美佳, 山下能毅, 寺井義人, 大道正英，日本産科婦人科内視鏡学

会雑誌，28 巻，621-626，2012 
 

５０． チョコレート嚢胞再発例に対するジエノゲスト療法，中井香奈，奥田喜代司，斉藤奈津

穂，湯口裕子，吉田陽子，寺井義人，山下能毅，大道正英，日本エンドメトリオーシス

学会会誌，34 巻，151-153，2013 
 

５１． 当院における前置癒着胎盤の管理について，神吉一良，藤田太輔，太田沙緒里，澤田雅

美，中井香奈，永易洋子，船内祐樹，丸岡 寛，伊藤理恵，宮本良子，鈴木裕介，渡辺綾

子，加藤壮介，稲垣文香，湯口裕子，荘園ヘキ子，金村昌徳，寺井義人，亀谷英輝，大

道正英，産婦人科の進歩 65 巻，339-342 2013 
 

５２． 子宮内膜症に対する細径腹腔鏡下手術，永易洋子, 奥田喜代司, 恒藤啓示, 中村嘉宏, 吉
田陽子, 林 篤史, 林 美佳, 山下能毅, 寺井義人, 大道正英，日本産科婦人科内視鏡学

会雑誌，28 巻，621-626，2013 
 

５３． 進行卵巣癌 NAC 前の診断における腹腔鏡下手術の有用性について，田中良道，寺井義

人，寺田信一，小西博巳，丸岡 寛，斎藤奈津穂，福田真実子，川口浩史，比嘉涼子，

中村路彦，高井雅聡，藤原聡枝，兪 史夏，田中智人，恒遠啓示，金村昌徳，大道正英，

産婦人科の進歩，65 巻，461-464，2013 
 

５４． 骨盤臓器脱患者における過活動膀胱罹患の実態調査と POP 治療法別にみた OAB 改善成

績の検討(The prevalence of overactive bladder symptoms in prolapse patients, and 
the changes after treatment for pelvic organ prolapse，広田千賀，田辺晃子，高井雅

聡，中村起代子，寺井義人，大道正英，日本女性医学学会雑誌，21 巻，114-119，2014 
 

５５． 子宮内膜症性嚢胞から発症したと考えられた卵巣癌 4 症例の検討，田吹邦雄，寺井義人，

田中良道，佐々木 浩，恒遠啓示，金村昌徳，大道正英，産婦人科の進歩，66 巻，155-162，
2014 
 

５６． 妊娠中の子宮頸部円錐切除術の留置点について，芦原敬允，田中良道，前田和也，中村

路彦，藤原聡枝，兪 史夏，田中智人，恒遠啓示，金村昌徳，寺井義人，大道正英，産

婦人科の進歩，66 巻，303-307，2014 
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５７． 当院における特発性血小板減少性紫斑病合併妊娠の検討，穀内香奈，大門篤史，藤田太

輔，箕浦 彩，岡本敦子，田吹邦雄，田中健太郎，佐野 匠，渡辺綾子，鈴木裕介，神

吉一良，寺井義人，大道正英，臨床婦人科産科，69 巻，353-357，2015 
 
５８． 若年初期卵巣癌患者に対する妊孕性温存を目的とした staging laparotomy.古形祐平、 

佐々木浩、橋田宗祐、芦原敬允、前田和也、藤原聡枝、兪 史夏、田中智人、田中良道、

恒遠啓示、金村昌徳、寺井義人、大道正英，産婦人科の進歩，67 巻，340-343，2015 
 
５９． 柴苓湯の肥厚性瘢痕形成に対する効果 TGF-β シグナルを介したメカニズム，荘園ヘキ

子，田辺晃子，藤田太輔，山下能毅，寺井義人，亀谷英輝，大道正英，瘢痕・ケロイド

治療ジャーナル，9 巻，1-7，2015 
 
６０． 子宮内膜症性嚢胞の内壁焼灼術は卵巣予備能の低下を回避できるか?斉藤奈津穂，奥田喜

代司，穀内香奈，深澤祐子，中村容子，山下能毅，寺井義人，大道正英. 
産婦人科の実際，64 巻，1949-1955，2015 

 
６１． 当科における再発卵巣癌に対するベバシズマブ併用化学療法の検討，田中良道，寺井義

人，芦原敬允，前田和也，兪 史夏，藤原聡枝，田中智人，佐々木浩，恒遠啓示，金村

昌徳，大道正英，産婦人科の進歩，68 巻，284-287，2016 
 
６２． 卵巣チョコレート嚢胞の術後再発，劉 昌恵，林 篤史，中村真由美，芦原敬允，小野

賀大，林 正美，寺井義人，大道正英，産婦人科の進歩，68 巻，350-353，2016 
 

６３． ハイリスク症例への対応 肥満症例への対応 腹腔鏡下手術 肥満子宮体がんに対する

腹腔鏡下手術の安全性評価の検討，寺井義人，橋田宗祐，芦原敬允，藤原聡枝，田中良

道，田中智人，佐々木浩，恒遠啓示，大道 正英，産婦人科手術，28 巻，67-72，2017 
 

６４． 臨床経験 45 歳以上の超高齢妊娠における周産期予後についての検討，永昜洋子，藤田

太輔，大門篤史，布出実紗，岡本敦子，佐野 匠，鈴木裕介，寺井義人，大道正英，産

婦人科の実際，67 巻，335-340，2018 
 
６５． 臨床経験 当院における腹式広汎子宮頸部摘出術後の生殖補助医療についての検討，小西 

博巳, 寺井 義人, 古形 祐平, 藤原 聡枝, 田中 良道, 田中 智人, 藤田 太輔, 林 正美, 
大道 正英，産婦人科の実際 67 巻，1047-1051, 2018 

 
６６． 臨床経験 当院における腹式広汎子宮頸部摘出術後の生殖補助医療についての検討，小西 

博巳, 寺井 義人, 古形 祐平, 藤原 聡枝, 田中 良道, 田中 智人, 藤田 太輔, 林 正美, 
大道 正英，産婦人科の実際 67 巻，1047-1051, 2018 
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６７． 卵管留水腫に対する腹腔鏡下卵管切除術前後の卵巣機能と術後妊娠率，穀内香奈, 奥田

喜代司, 中村奈津穂, 田中理恵, 恒遠啓示, 林正美, 寺井義人, 大道正英，産婦人科の進

歩 71 巻，67-73, 2019. 
 
６８． 卵巣癌・原発性腹膜癌の術前化学療法時の診断において, 腹腔鏡下生検と体腔液 Cell 
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７１． 子宮頸部腫瘍 神経内分泌腫瘍 長又哲史, 寺井義人 【Rare tumor の最新知識】 産

婦人科の実際 70 巻 867-872, 2021 
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み 谷村憲司, 施 裕徳, 内田明子,今福仁美, 出口雅士, 蓬莱 政, 寺井義人 産婦人科の
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業  績  目  録 
３．論文（総説）                              № 32    
４１． クリニカルカンファレンス Subspecialty を超えて（周産期・腫瘍）妊娠中の婦人科良

性腫瘍・悪性腫瘍 検診、診断、治療 寺井義人，日本産科婦人科学会雑誌，66 巻，

2089-2093，2014 
 
４２． 難治性卵巣癌の克服を目指して 難治性卵巣癌の浸潤・転移に関わる分子をターゲットと

した新規治療法の開発 寺井義人，日本産科婦人科学会雑誌，66 巻，2771-2776，2014 
 
４３． 【妊婦さんへの説明にそのまま使える イラストでハイリスク妊娠がわかる本】 (第 1

章)産科合併症 切迫流産(～妊娠 12 週)，藤田太輔，寺井義人，大道正英，ペリネイタル

ケア ，新春増刊巻，22-25，2015 
 
４４． 【早産の予知・予防の新たな展開】早産の予防 早産に対する黄体ホルモン療法の展望，

藤田太輔，寺井義人，大道正英，臨床婦人科産科，69 巻，313-319，2015 
 
４５． 【妊婦検診のすべて－週数別・大事なことを見逃さないためのチェックポイント】妊娠

週数ごとの検診の実際 妊娠 12 から 21 週まで 診断と外来対応 妊婦貧血，藤田太輔，

寺井義人，大道正英，臨床婦人科産科，69 巻，108-111，2015 
 
４６． 【子宮内膜癌治療の最前線】 子宮内膜癌に対する手術療法 子宮内膜癌における腹腔鏡

下手術，寺井義人，田中智人，古形祐平，芦原敬允，藤原聡枝，田中良道，佐々木浩，

恒遠啓示，大道正英，産婦人科の実際，64 巻，635-641，2015 
 
４７． 【がん妊孕性温存治療の適応と注意点-腫瘍学と生殖医学の接点】 婦人科腫瘍学 子宮

頸癌 微小浸潤癌への円錐切除術，恒遠啓示，寺井義人，大道正英，臨床婦人科産科，69
巻，820-825，2015 

 
４８． 【婦人科腹腔鏡手術の進歩と"落とし穴"】 腹腔鏡手術のピットフォール 悪性疾患 卵

巣癌，寺井義人，大道正英，臨床婦人科産科，69 巻，1066-1072，2015 
 
４９． 【婦人科腹腔鏡手術の最前線】 子宮体癌に対する腹腔鏡下手術，寺井義人，田中智人，

古形祐平，芦原敬允，藤原聡枝，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，大道正英，産科と婦

人科，82 巻，1242-1247，2015 
 
５０． 【週数別 エコーのみかたコツとワザ いつ診る?どこ診る?どう伝える?】 出生前診断に

おけるエコーの役割，藤田太輔，寺井義人，大道正英，ペリネイタルケア，35 巻，61-71，
2016 

 
５１． 【婦人科腹腔鏡手術の適応と限界を考える】 腹腔鏡下子宮体がん手術の適応と限界，寺

井義人，田中智人，古形祐平，芦原敬允，藤原聡枝，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，

大道正英，産婦人科の実際，65 巻，125-131，2016 
 
５２． 婦人科腫瘍におけるセンチネルリンパ節生検の可能性，寺井義人，田中智人，大道正英，

臨床婦人科産科，70 巻，433-438，2016 
 
５３． 【不育症 Up to Date】 プロテイン S 欠乏症，藤田太輔，寺井義人，大道正英，産科と

婦人科，83 巻，514-520，2016 
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３．論文（総説）                              № 33    
５４． 【正常の確認と異常への対応を究める! 妊婦健診と保健指導パーフェクトブック 妊

娠期別ガイド】(第 1 部)ローリスク妊娠編 妊娠初期(～12 週未満) NT ，藤田太輔，寺

井義人，大道正英，ペリネイタルケア，2016 夏季増刊巻，91-95，2016 
 
５５． NT による胎児染色体異常のスクリーニングの実際，藤田太輔，寺井義人，大道 正英，

ペリネイタルケア，35 巻，991-1001，2016 
 
５６． 【婦人科がん低侵襲治療の現状と展望<特別付録 web 動画>】 子宮体がん 腹腔鏡下手

術，寺井義人，田中 智人, 古形 祐平, 芦原 敬允, 藤原 聡枝, 田中 良道, 佐々木 浩, 恒
遠 啓示, 大道 正英，臨床婦人科産科，71 巻，336-343，2017 

 
５７． 【産婦人科画像診断トレーニング-この所見をどう読むか?】 婦人科腫瘍におけるセンチ

ネルリンパ節生検の可能性，寺井義人，田中智人，大道 正英，臨床婦人科産科，71 巻，

311-312，2017 
 
５８． 【新人必修 周産期キーワードこれだけ 50 アドバンス助産師もブラッシュアップ】 

(key word 14)NT ，藤田太輔，寺井義人，大道 正英，ペリネイタルケア，36 巻，337-338，
2017 

 
５９． 【新人必修 周産期キーワードこれだけ 50 アドバンス助産師もブラッシュアップ】 

(key word 11)胎児超音波検査，藤田太輔，寺井義人，大道正英，ペリネイタルケア，36
巻，332-333，2017 

 
６０． 【新人必修 周産期キーワードこれだけ 50 アドバンス助産師もブラッシュアップ】 

(key word 15)出生前診断(NIPT)，藤田太輔，寺井義人，大道正英，ペリネイタルケア ，
36 巻，338-339，2017 

 
６１． 3 分でわかる 周産期医療キーワード 2017(第 15 回) 妊娠初期胎児超音波検査，藤田太

輔，寺井義人，大道正英，ペリネイタルケア，36 巻，86-489，2017 
 
６２． 婦人科悪性腫瘍鏡視下手術の展望 教育、普及 腹腔鏡下子宮体がん手術の普及に向けて，

寺井義人，田中智人，芦原敬允，藤原聡枝，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，大道正英，

日本婦人科腫瘍学会雑誌，35 巻，96-103，2017 
 
６３． 着床不全・流産をいかに防ぐか-PGS 時代の不妊・不育症診療ストラテジー】母体・子

宮側因子による流産・不育症 血液凝固異常症 第 XII 因子・プロテイン S 欠乏症を含

めて，藤田太輔，寺井義人，大道正英，臨床婦人科産科，71 巻，836-845，2017 
 
６４． 緊急帝王切開の 30 分ルールを達成するためのポイント，大門篤史，藤田太輔，寺井義

人，大道正英，臨床婦人科産科，71 巻，1093-1097，2017 
 
６５． 【今、話題になっていること-婦人科編】 婦人科悪性腫瘍に対する鏡視下手術，寺井義

人，日本医事新報，4906 巻，31-33，2018 
 
６６． 【エキスパートの内視鏡手術-コツとピットフォール I】 子宮体がん 腹腔鏡下子宮体が

ん手術，田中良道，寺井義人，寺田信一，古形祐平，芦原敬允，藤原聡枝，田中智人，

恒遠啓示，大道正英，産婦人科の実際，67 巻，275-280，2018 
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６８． 【婦人科がん―研究・臨床の新展開】 子宮体癌 子宮体癌手術療法の新たな展開．寺

井義人，医学のあゆみ 266 巻, 57-62, 2018 
 
６９． 【産科・婦人科の手術看護パーフェクトマニュアル】（第２章）実践編 術式別の術中

看護マニュアル 広汎子宮全摘出術（腹腔鏡）．田中智人，寺井義人，オペナーシング

2018 臨時増刊, 181-191, 2018 
 
７０． 【婦人科腫瘍の新たな治療戦略】子宮頸がんにおける低侵襲手術の現況、寺井義人, 大

道 正英，Pharma Medica37 巻， 33-38，2019 
 
７１． 【Focus 子宮体がんにおける腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清 寺井義人、田中智人、大

道正英、臨床婦人科産科 73; 1253-1257, 2019 
 
７２． 【迫り来る 2020:新規保険収載へのロードマップと適正運用】外保連 腹腔鏡下傍大動

脈リンパ節郭清術、寺井義人，産婦人科の実際 68 巻，1359-1364，2019 
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療戦略《初回治療》 化学療法先行後の腫瘍減量術(NAC+IDS)の適応は?(解説/特集)、
鈴木嘉穂, 寺井義人，臨床婦人科産科 74 巻 3 号，363-368，2020 
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婦人科悪性腫瘍における傍大動脈リンパ節郭清術 腹腔鏡下・開腹 寺井義人 臨床婦人

科産科 75 巻 681-687, 2021 
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大路剛, 寺井義人 産婦人科の進歩 74 巻 466-468, 2022 
 

７８． 【子宮体がん診療の最前線-最新分類から治療法まで】手術療法 腹腔鏡下傍大動脈リン

パ節郭清術の安全な施行のために(解説) 寺井義人, 臨床婦人科産科 77 巻 256-261, 
2023 
 

７９． .【婦人科疾患の診断・治療】卵巣癌の手術療法について(解説)  若橋 宣 寺井義人 
映像情報 Medical 55 巻 9 号 10-15.2023 

 
８０． 【内視鏡医学のすべて-各領域における診断・治療の進歩】産科婦人科 子宮体癌の内視

鏡手術 ロボット支援手術を含む(解説) 寺井義人, 医学のあゆみ 286巻 14号 1184-1189 

2023 
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バーにおける鏡視下手術解剖(1)(解説) 寺井義人 産婦人科の実際 72 巻 13 号
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carcinoma arising from ovarian mature cystic teratoma. J Ovarian Res. 2018: 11, 74. 
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山中 啓太郎, 高橋 良輔, 鷲尾 佳一, 清水 真帆, 長又 哲史, 村田 友香, 鈴木 嘉穂,  
寺井義人 産婦人科の進歩 73:307-312, 2021 

 
３６． 肉腫と診断した 1 例 山中啓太郎, 高橋良輔, 鷲尾佳一, 清水真帆, 長又哲史, 村田友香, 

鈴木嘉穂, 寺井義人 産婦人科の進歩 73 巻 307-312, 2021 
 
３７． 子宮頸部に発生した子宮腺筋症由来の類内膜癌に対する審査腹腔鏡が有用であった 1 例  

西本昌司、山崎友維、山中啓太郎、冨本雅子、安積麻帆、 鷲尾佳一、笹川勇樹、寺井義

人 産婦人科の進歩 74 巻 412-417,2022 
 

３８． 生体腎移植後に子宮頸癌を発症した症例に対して、発光式尿管カテーテル（Infrared 
illumination system）を用いて腹腔鏡下広汎子宮全摘術を施行した１例 冨本雅子、長

又哲史、山中啓太郎、清水真帆、鷲尾佳一、山崎友維、西本昌司, 寺井義人 日本産科婦

人科内視鏡学会雑誌 38 巻 150-156, 2022 
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(特許) 
１． 発明の名称：プラチナ製剤耐性卵巣がんの検出方法、及び腫瘍の治療又は予防候補物質

をスクリーニングする方法 
発明者：南 康博, 紙崎孝基, 高橋良輔, 寺井義人,  
出願人：国立大学法人神戸大学 
出願日：2023 年 6 月 26 日 
出願番号：2023-104011 
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（教育講演） 
１． 妊娠中の婦人科良性・悪性腫瘍 ―検診、診断、治療―，寺井義人，第 66 回日本産科婦

人科学会，2014 
 

２． 子宮悪性腫瘍，寺井義人，第 131 回近畿産科婦人科学会，2014 
 

３． 婦人科悪性腫瘍における腹腔鏡下術の適応と限界，寺井義人，第 57 回日本産科婦人科

内視鏡学会，2017 
 

４． 腹腔鏡下子宮体がん手術、寺井義人, 日本産科婦人科内視鏡学会 2018 年度腹腔鏡下悪性

腫瘍セミナー, 2019 
 

５． 婦人科悪性腫瘍における minimally invasive surgery の現状と展望, 寺井義人, 平成 31
年度岐阜産科婦人科研究会、2019 
 

６． 低侵襲手術への歩みと展望。寺井義人, 平成 31 年位育会総会, 2019 
 

７． 本邦の婦人科悪性腫瘍に対する腹腔鏡下手術の現状と展望。寺井義人, 第 139 回東海産

婦人科学会、2019 
 

８． 本邦の婦人科悪性腫瘍に対する鏡視下手術, 寺井義人, 第 7 回新潟婦人科内視鏡手術セ

ミナー, 2019 
 

９． 当科での鏡視下手術の取り組み、寺井義人, 第 3 回婦人科がん内視鏡出雲セミナー, 2019  
 

１０． 卵巣癌治療に対する最新の知見、寺井義人, 東北婦人科腫瘍研究会, 2019 
 

１１． 子宮内膜症治療の現状と問題点～ここまでできる鏡視下手術の世界～ 寺井義人, 
産婦人科医会学術講演会, 2019 
 

１２． 婦人科悪性腫瘍に対する鏡視下手術の歩みと展望、寺井義人, 聖マリアンナ医科大学第

27 回 鈴木・産婦セミナー, 2019 
 

１３． 婦人科悪性腫瘍に対する鏡視下手術の現状と展望、寺井義人, 京都大学第 2 回産婦人科

骨盤内手術手技研究会, 2019 
 

１４． 子宮頸がんに対する鏡視下手術について、寺井義人, 第 6 回日本婦人科腫瘍学会研修会, 
2019 
 

１５． 内視鏡技術認定医への Tips。寺井義人, 第 2 回兵庫県婦人科内視鏡セミナー, 2019 
 

１６． 子宮体癌に対する腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術。寺井義人, 第 72 回日本産科婦人科

学会学術講演会 ビデオセッション, 2020 
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１７． 腹腔鏡下広汎子宮全摘術 寺井義人, 第 45 回日本外科系連合会学会学術集会 教育ビ

デオセミナー, 2020 
 

１８． 安全な婦人科鏡視下手術を行うために、鏡視下手術セミナー、寺井義人, 第 42 回日本エ

ンドメトリオーシス学会学術講演会, 2021 
 

１９． 子宮体がん鏡視下手術について 現状と安全な普及に向けて 寺井義人, 日本産科婦人

科内視鏡学会第 6 回腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術セミナー, 2021 
 

２０． 内視鏡外科のステップアップと技術の応用編「32．子宮（広汎子宮全摘術）」寺井義人,  教
育ビデオセミナー 第 46 回日本外科系連合学会学術集会, 2021 

 
２１． 婦人科腫瘍における鏡視下手術－腹腔鏡手術からロボット手術へ―, 寺井義人, 第 149

回東北連合産婦人科学会, 2021 
 
（基調講演） 
２２． 日本における婦人科腫瘍の Cadaver Surgical training(Cadaver Surgical training for 

gynecological tumor in Japan) 寺井義人,  第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 
2022 
 

(特別講演） 
２３． 婦人科悪性腫瘍におけるロボット手術の現在地. 寺井義人, 第 9 回日本婦人科ロボット

手術学会,  2021 
 

２４． 婦人科腫瘍手術におけるパラダイムシフト, 寺井義人, ぐんま産婦人科周産期セミナー, 
2021  
 

２５． 子宮腫瘍における鏡視下手術, 寺井義人, 第 1 回 KOBE 子宮筋腫治療ウェビナー,2021 
 

２６． 卵巣癌治療における最新の知見～PARP 阻害薬を実臨床で活かす～ 寺井義人, 卵巣癌

診療 web 講演会, 2021 
 

２７． 婦人科腫瘍における鏡視下手術～貧血からロボット手術まで～, 寺井義人, 第 348 回筑

後ブロック産婦人科医会研修会, 2021 
 

２８． 子宮頸がんに対する鏡視下手術, 寺井義人, がん医療 WEB セミナー,2021 
 

２９． 婦人科における安全な鏡視下手術を目指して, 寺井義人, 第 602 回松山産婦人科医会 10
月例会, 2021 

 
３０． 産婦人科領域の新規保険収載に向けた取り組み ―腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術―  

寺井義人, 婦人科腫瘍委員会・社会保険員会合同企画 第 73 回日本産科婦人科学会学

術講演会, 2021 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
３１． 先進医療下子宮体癌に対する腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術登録結果の検討, 鈴木嘉

穂, 髙橋良輔, 山中啓太郎, 鷲尾一佳, 清水真帆, 長又哲史, 村田友香, 出口雅士, 寺井義

人, 第 62 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 2021 
 
３２． 婦人科手術におけるパラダイムシフト, 寺井義人, 第 1 回 Osaka Metropolitan 手術研究

会, 2021 
 

３３． 婦人科におけるロボット手術の現状と展望, 寺井義人, 阪神間 Endoscopy Webinar、
2022 
 

３４． 婦人科癌手術療法のアップデート, 寺井義人,  Session I: 卵巣癌の手術療法 婦人科

腫瘍 Update Seminar、2022 
 

３５． 婦人科手術におけるパラダイムシフト, 寺井義人, 第 155 回山形県産婦人科集談会, 
2022 
 

３６． 子宮体癌治療 update. 寺井義人, Endometrial Cancer Virtual Seminar, 2022 
 

３７． 指導医として安全な婦人科鏡視下手術を行うために 寺井義人, 兵庫県産婦人科学会

指導医講習会 第 96 回兵庫県産科婦人科学会学術集会, 2022 
 

３８． 「卵巣がん診断・治療のパラダイムシフト」「卵巣がんの手術療法」寺井義人, 第 74 回

日本産科婦人科学会学術講演会, 2022 
 

３９． 「子宮体がんの子宮摘出法に関する議論」「子宮悪性腫瘍手術に対する腹腔鏡技術認定審

査の課題」寺井義人, 第 62 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会, 2022 
 

４０． 婦人科腫瘍における鏡視下手術の現状と展望, 寺井義人, 48 回神奈川産婦人科内視鏡研

究会, 2022 
 

４１． 卵巣癌手術 update, 寺井義人, Ovarian Cancer Online Seminar, 2022 
 
４２． hinotori™  婦人科領域への第 1 歩, 寺井義人, 第 20 回長野県婦人科腫瘍懇話会, 2023 

 
４３． hinotori™  婦人科領域における第 1 歩, 寺井義人, 第 3 回婦人科低侵襲手術セミナー、

2023 
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（シンポジウム） 
１． 子宮頸部腺異形成に関する病理学的検討-前癌病変としての位置付け-，岡本吉明，植木 

健，熊谷広治，山下能毅，寺井義人，後藤真樹，植田政嗣，植木 實，杉本 修，第 90
回近畿産科婦人科学会 腫瘍研究部会，1994 

 
２． 子宮頸癌の浸潤動態と増殖因子，植田政嗣，寺井義人，植木 健，熊谷広治，岡本吉明，

植木 實，第 27 回日本婦人科病理学会，1997 
 
３． 卵巣癌 境界病変・初期(I)癌の姑息的治療と術後化学療法の妊孕性に対する影響，寺井

義人，植田政嗣，岡本吉明，熊谷広治，植木 健，植木 實，第 98 回近畿産婦人科学

会, 1998 
 
４． 子宮頸部初期病変における治療と細胞診 レーザー円錐切除術前後の細胞診の役割り，

植木 健，山口裕之，出馬晋二，金村昌徳，寺井義人，熊谷広治，鶴長建充，植田政嗣，

植木 實，第 40 回日本臨床細胞学会，2001 
 
５． 子宮上皮性・間葉性混合腫瘍の病理，森 浩志，山田隆司，寺井義人，植田政嗣，植木 

實，第 31 回日本婦人科腫瘍学会，2001 
 
６． 子宮頚癌の浸潤・転移とその制御，植田政嗣，寺井義人，山下能毅，熊谷広治，植木 健，

神田宏治，山口裕之，明瀬大輔，洪 耀欽，植木 實，第 31 回日本婦人科腫瘍学会，

2001 
 
７． 血管新生因子を分子標的とした婦人科癌の浸潤・転移とその制御，寺井義人，植田政嗣，

植木 實，佐藤靖史，第 75 回日本組織培養学会，2002 
 
８． 血管新生因子を分子標的とした婦人科癌の発育・進展とその制御，寺井義人，植田政嗣，

植木 實，佐藤靖史，第 43 回日本臨床細胞学会，2002 
 
９． 進行子宮頸部癌に対する治療法のスタンダライゼーションを求めて 進行子宮頸癌に対

する動注化学療法の効果と問題点，寺井義人，植木 健，明瀬大輔，山口裕之，神田宏

治，熊谷広治，植田政嗣，植木 實，山本和宏，楢林 勇， 第 33 回日本婦人科腫瘍学

会，2002 
 
１０． 細胞診異常妊娠の取り扱いについて，山口裕之，寺井義人，植木 健，出馬晋二，明瀬

大輔，植田政嗣，植木 實，第 12 回日本婦人科がん検診学会，2003 
 
１１． 子宮頚部初期浸潤癌に対する治療的円錐切除－その限界と今後の展望－，西山浩司，植

木 健，山口裕之，出馬晋二，金村昌徳，寺井義人，植田政嗣，植木 實，第 42 回日

本癌治療学会，2004 
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１２． 植田政嗣，寺井義人，植木 實，子宮頸部腺癌の細胞診とコルポスコピー，第 45 回日本

臨床細胞学会，2004 
 
１３． 子宮頸癌発生過程と Fas 遺伝子多型，山口裕之，植田政嗣，寺井義人，神田宏治，植木 

健，金村昌徳，明瀬大輔，西山浩司，植木 實， 第 44 回日本臨床細胞学会，2005 
 
１４． Thyrosine kinase domain を分子標的とした婦人科癌治療の可能性，寺井義人，植田政嗣，山

口裕之，竹原幹雄，金村昌徳，西山浩司，植木 實，大道正英，第 47 回日本臨床細胞学

会，2006 
 
１５． 子宮内膜症に卵管・卵巣膿瘍を併発した症例に対する腹腔鏡下手術，奥田喜代司，中村

嘉宏，吉田陽子，関島龍治，苅田正子，楢原敬二郎，林 篤史，山下能毅，寺井義人，

大道正英， 第 31 回日本エンドメトリオーシス学会，2010 
 
１６． 組織特異性を示すエストロゲンレセプターの制御機構と臨床応用，寺井義人，佐々木浩，

田辺晃子，田中良道，藤原聡枝，恒遠啓示，関島龍治，金村昌徳，大道正英，第 51 回日

本組織細胞化学会総会・学術集会，2010 
 
１７． 当科での卵巣がん進行・再発卵巣がん症例に対する治療，金村昌徳，川口浩史，兪 史

夏，藤岡聡枝，田中良道，関島龍治，恒遠啓示，佐々木浩，田辺晃子，寺井義人，大道

正英，11th JSAWI，2010 
 
１８． 子宮体がんに対する術式の開発と合併症軽減の取り組み，寺井義人，佐々木浩，兪 史

夏，藤原聡枝，古形祐平，田吹邦雄，吉村真由美，川口浩史，高井雅聡，田中良道，恒

遠啓示，金村昌徳，大道正英， 第 51 回日本産婦人科内視鏡学会，2011 
 
１９． 婦人科癌とＥＭＴ(epithelial mesenchymal transition)，寺井義人，田中良道，川口浩史，兪 史

夏，藤原聡枝，高井雅聡，佐々木浩，恒遠啓示，金村昌徳，田辺晃子，大道正英，第 50
回日本婦人科腫瘍学会，2011 

 
２０． 進行卵巣癌・腹膜癌に対する診断目的の腹腔鏡下生検手術の有用性，寺井義人，田中良

道，川口浩史，高井雅聡，藤原聡枝，兪 史夏，恒遠啓示，金村昌徳，山田隆司，大道

正英， 第 53 回日本臨床細胞学会，2012 
 
２１． EBM に基づく子宮体がんに対する腹腔鏡下手術，寺井義人，田中智人，丸岡寛，小西博

巳，斉藤奈津穂，比嘉涼子，川口浩史，高井雅聡，兪 史夏，藤原聡枝，中村路彦，田

中良道，恒遠啓示，金村昌徳，大道正英，第 52 回日本産科婦人科内視鏡学会，2012 
 
２２． 先進医療制度で始まった子宮体がんに対する腹腔鏡下手術，寺井義人，田中智人，川口

浩史，高井雅聡，兪 史夏，藤原聡枝，中村路彦，田中良道，恒遠啓示，金村昌徳，山

下能毅，大道正英，第 53 回日本産科婦人科内視鏡学会，2013 
 
２３． 早期子宮体癌に対する腹腔鏡下手術，田中智人，寺井義人，芦原敬允，前田和也，劉 昌

恵，中村路彦，川口浩史，高井雅聡，兪 史夏，藤原聡枝，田中良道，恒遠啓示，金村

昌徳，大道正英，第 36 回日本産婦人科手術学会，2013 
 

 



業  績  目  録 
５．学会発表（国内学会）                         №  47    

（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
２４． 子宮体がんにおける腹腔鏡下手術，寺井義人，田中智人，芦原敬允，前田和也，中村路

彦，川口浩史，高井雅聡，藤原聡枝，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，金村昌徳，山下

能毅，大道正英，第 26 回日本内視鏡外科学会，2013 
 

２５． 難治性卵巣癌の浸潤・転移に関わる分子をターゲットとした新規治療法の開発，寺井義

人， 第 66 回日本産科婦人科学会，2014 
 

２６． 子宮体がんにおけるセンチネルリンパ節生検，寺井義人，田中智人，佐々木浩，田中良

道，劉 昌恵，古形祐平，中村真由美，藤原聡枝，兪 史夏，芦原敬允，前田和也，中

村路彦，恒遠啓示，金村昌徳，大道正英，第 52 回日本癌治療学会，2014 
 

２７． 子宮体がんに対する腹腔鏡下手術の現状と今後の展開，寺井義人，田中智人，古形祐平，

中村真由美，芦原敬允，前田和也，兪 史夏，藤原聡枝，中村路彦，田中良道，恒遠啓

示，佐々木浩，金村昌徳，大道正英，第 54 回日本産科婦人科内視鏡学会，2014 
 

２８． 早期子宮体癌に対する腹腔鏡下準広汎子宮全摘術，田中智人，寺井義人，大道正英，第

27 回日本内視鏡外科学会, 2014 
 

２９． 子宮頚部筋腫に対する腹腔鏡下子宮全摘術，奥田喜代司，斉藤奈津穂，中村容子，穀内

香奈，寺井義人，第 27 回日本内視鏡外科学会，2014 
 

３０． 保険適応となった腹腔鏡下子宮体がん手術の現状と今後，寺井義人，田中智人，古形祐

平，芦原敬允，前田和也，兪 史夏，藤原聡枝，田中良道，恒遠啓示，佐々木浩，大道

正英，第 55 回日本産科婦人科内視鏡学会，2015 
 

３１． 先進医療に基づく子宮頸癌に対する腹腔鏡下広汎子宮全摘術の導入，寺井義人，第 28
回日本内視鏡外科学会，2015  
 

３２． 腹腔鏡下子宮体がん手術の普及に向けて，寺井義人，田中智人，古形祐平，芦原敬允，

前田和也，藤原聡枝，田中良道，恒遠啓示，佐々木浩，大道正英，第 58 回日本婦人科

腫瘍学会，2016 
 

３３． ガイドラインからみた安全担保，寺井義人，田中智人，田中良道，藤原聡枝，佐々木浩，

恒遠啓示，大道正英，第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会，2016 
 

３４． 子宮体癌におけるセンチネルリンパ節生検，田中智人，寺井義人，芦原敬允，前田和也，

藤原聡枝，兪 史夏，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，大道正英，第 54 回日本癌治療

学会，2016 
 

３５． 適応と限界を考慮した腹腔鏡下子宮体がん手術術式，寺井義人，田中智人，大道正英，

第 29 回日本内視鏡外科学会，2016 
 

３６． 子宮内膜癌における選択的サイクリン依存性キナーゼ(CDK)4/6 阻害剤

palbociclib(PD-0332991)の有用性田中智人，寺井義人，丸岡 寛，前田和也，芦原敬允，

兪 史夏，藤原聡枝，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，大道正英，第 5 回婦人科がんバ

イオマーカー研究会，2017 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
３７． 真価 ロボット支援腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術，寺井義人，第 57 回日本産科婦人科内視  

鏡学会, 2017  
 

３８． 当院における腹腔鏡下子宮体癌手術の治療成績。藤原 聡枝, 寺井義人, 寺田信一, 古形 
祐平, 田中良道, 田中智人, 佐々木浩, 恒遠啓示, 大道正英。第 41 回日本産婦人科手術学

会, 2019  
 
３９． 当院での腹腔鏡下・ロボット支援下広汎子宮全摘術と開腹広汎子宮全摘術の比較検討。

寺田信一, 寺井義人, 宮本瞬輔, 丸岡寛, 古形祐平, 藤原聡枝, 田中良道, 田中智人, 恒遠 
啓示, 佐々木浩, 大道正英、第 41 回日本産婦人科手術学会, 2019  

 
４０． 当科におけるがん治療後トータルヘルスケアの取り組み ホルモン補充療法の更年期症

状への効果 佐々木浩, 石川渚, 宮本瞬輔, 中村奈津穂, 丸岡 寛, 穀内香奈, 多賀紗也香, 
藤原聡枝, 寺井義人, 大道正英、第 71 回日本産科婦人科学会，2019  

 
４１． 妊娠を継続した悪性腫瘍合併妊娠の 3 症例、村山結美, 大瀧瑠璃, 田中サキ, 大門篤史, 

布出実紗, 佐野 匠, 田中良道, 藤田太輔, 寺井義人, 大道正英、第 71 回日本産科婦人科

学会，2019  
 
４２． プレコンセプションから周産期管理したリウマチ合併妊娠について。藤田太輔, 飯藤宰

士, 大瀧瑠璃, 大門篤史, 布出実紗, 村山結美, 永昜洋子, 佐野 匠, 寺井義人, 大道正英、

第 71 回日本産科婦人科学会，2019  
 
４３． 帝王切開予定日の決定 TOLAC 症例の分娩週数の検討より、大門篤史, 飯藤宰士, 上田 

尚子, 布出実紗, 村山結美, 永昜洋子, 佐野 匠, 藤田太輔, 寺井義人, 大道正英、第 71
回日本産科婦人科学会，2019  

 
４４． 上皮性卵巣境界悪性腫瘍および卵巣癌 118 例における FDG-PET/CT の SUV max 値の

検討, 上田尚子, 田中智人, 大瀧瑠璃, 寺田信一, 丸岡 寛, 藤原聡枝, 田中良道, 恒遠啓

示, 寺井義人, 大道正英、第 71 回日本産科婦人科学会，2019  
 
４５． 当院での腹腔鏡下広汎子宮全摘出術と開腹広汎子宮全摘出術の排尿障害の検討、寺田信

一, 寺井義人, 宮本瞬輔, 古形祐平, 藤原聡枝, 田中良道, 田中智人, 恒遠啓示, 佐々木 
浩, 山田隆司, 大道正英、第 71 回日本産科婦人科学会，2019  

 
４６． 当院における稀少部位子宮内膜症 10 例の検討、古形祐平, 石川 渚, 飯藤宰士, 田中サキ, 

中村奈津穂, 小西博巳, 恒遠啓示, 林 正美, 寺井義人, 大道正英、第 71 回日本産科婦人

科学会，2019  
 
４７． 子宮内膜症関連卵巣癌の病態解明を目的とした遺伝子発現解析、中村奈津穂, 宮本瞬輔, 

古形祐平, 寺田信一, 小西博巳, 穀内香奈, 多賀紗也香, 林 正美, 寺井義人, 大道正英、

第 71 回日本産科婦人科学会，2019  
 
４８． プラチナ感受性再発卵巣癌に対するベバシズマブの有用性、藤原聡枝, 宮本瞬輔, 丸岡 

寛, 上田尚子, 田中智人, 田中良道, 恒遠啓示, 佐々木 浩, 寺井義人, 大道正英、第 71
回日本産科婦人科学会，2019 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。 
４９． 子宮内膜癌・子宮内膜異型増殖症に対する MPA 療法の再投与について、田中良道, 古形 

祐平, 丸岡 寛, 小西博巳, 穀内香奈, 田中智人, 恒遠啓示, 佐々木 浩, 寺井義人, 大道 
正英、第 71 回日本産科婦人科学会，2019 
 

５０． 子宮頸癌における 18F-FDG PET/CT の有用性、大瀧瑠璃, 寺田信一, 上田尚子, 丸岡 寛, 
藤原聡枝, 田中良道, 田中智人, 恒遠啓示, 佐々木 浩, 寺井義人, 大道正英、第 71 回日

本産科婦人科学会，2019  
 

５１． 当院で経験した腹膜原発癌肉腫の 2 例。中筋由紀子, 鈴木嘉穂, 長又哲史, 安積麻帆, 高
橋良輔, 松本培世, 蝦名康彦, 出口雅士, 寺井義人, 山田秀人。第 140 回近畿産科婦人科

学会学術集会, 2019  
 
５２． CPT-11/CDDP 療法が奏功した進行子宮頸部小細胞癌の 1 例, 安積麻帆, 鈴木嘉穂, 出口 

雅史, 松本培世, 長又哲史, 高橋良輔, 中筋由紀子, 蝦名康彦, 寺井義人, 山田秀人、第

140 回近畿産科婦人科学会学術集会, 2019  
 
５３． 当院における子宮頸癌に対するベバシズマブの使用経験, 長又哲史, 清水真帆, 高橋良

輔, 松本培世, 村田友香, 鈴木嘉穂, 出口雅士, 寺井義人、第 141 回近畿産科婦人科学会

学術集会腫瘍研究部会, 2019  
 
５４． トラベクテジンの長期投与が可能であった平滑筋肉腫の二例, 長又哲史, 蝦名康彦, 安

積麻帆, 高橋良輔, 松本培世, 鈴木嘉穂, 出口雅士, 寺井義人, 第 61 回日本婦人科腫瘍学

会学術講演会, 2019  
 
５５． 子宮頸がんに対する放射線治療後不全骨折発症のリスクについての検討, 松本培世, 鈴

木嘉穂, 安積麻帆, 中筋由紀子, 清水真帆, 高橋良輔, 長又哲史, 蝦名康彦, 出口雅士, 寺
井義人、第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 2019 年 

 
５６． 卵巣癌・腹膜癌の術前化学療法時の診断において、腹腔鏡下生検と体腔液 Cell block 法

の比較検討, 高橋 良輔, 鈴木 嘉穂, 中筋 由紀子, 安積 麻帆, 長又 哲史, 松本 培世, 
出口雅士, 蝦名康彦, 寺井義人, 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、2019 

 
５７． 妊孕性温存手術を施行した I 期の卵巣上皮性境界悪性腫瘍の予後に関する検討, 安積麻

帆, 鈴木嘉穂, 中筋由紀子, 高橋良輔, 松本培世, 長又哲史, 出口雅士, 寺井義人, 山田 
秀人、第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 2019 

 
５８． 卵巣癌初回治療における dose-dense TC 療法と TC+bevacizumab 併用療法の比較。鈴

木嘉穂, 中筋由紀子, 安積麻帆, 高橋良輔, 長又哲史, 松本培世, 出口雅士, 蝦名康彦, 寺
井義人, 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、2019 

 
５９． 当院における 65 歳以上の高齢者に対する腹腔鏡下手術の安全性についての検討, 松本 

培世, 長又哲史, 安積麻帆, 清水真帆, 高橋良輔, 鈴木嘉穂, 寺井義人, 第 59 回日本産科

婦人科内視鏡学会学術講演会, 2019 
 
 

 

 



業  績  目  録 
５．学会発表（国内学会）                         №  50   
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６０． 進行卵巣癌における腹腔鏡下生検術の有用性の検討, 清水真帆, 高橋良輔, 長又哲史, 松

本培世, 鈴木嘉穂, 蝦名康彦, 寺井義人, 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会, 
2019 

 
６１． 当院の子宮筋腫に対する全腹腔鏡下子宮全摘術の検討, 高橋良輔, 鈴木嘉穂, 安積麻帆, 

清水真帆, 長又哲史, 松本培世, 寺井義人, 第 59回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会, 
2019 

 
６２． 当院における子宮筋腫に対する腹腔鏡下子宮全摘術のリスク評価, 鈴木嘉穂, 寺井義人, 

第 32 回日本内視鏡外科学会, 2019 
 
６３． 子宮体癌に対するロボット支援下手術の標準化を目指して,  寺井義人, 第 60 回日本産科

婦人科内視鏡学会学術集会, 2020 
 

６４． 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術の安全な普及を目指して. シンポジウム４ 寺井義人.
第 63 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 2021 

 
６５． 定型化された腹腔鏡術式はロボット支援下子宮悪性腫瘍手術でも有用か. シンポジウム

４「ロボット子宮体癌手術の進歩」山崎友維, 寺井義人, 第 61 回日本産科婦人科内視鏡学

会学術講演会, 2021 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
（ワークショップ） 
１． 卵巣初期癌の治療法と予後についての検討，寺井義人，熊谷広治，植木 健，岡本吉明，

植田政嗣，植木 實，第 98 回近畿産婦人科学会 腫瘍研究部会，1998 
 
２． 進行卵巣癌における Second Look Operation(SLO)の意義，寺井義人，植木 健，清木

康雄，岡本吉明，植田政嗣，植木 實，第 99 回近畿産婦人科学会 腫瘍研究部会，1998 
 
３． 血管新生因子を分子標的とした婦人科癌の診断と治療，寺井義人，植田政嗣，植木 實，

佐藤靖史，第 19 回日本ヒト細胞学会，2001 
 
４． 子宮頚癌細胞における thymidine phosphorylase の遺伝子発現と浸潤動態，植田政嗣，

寺井義人，植木 實，第 10 回日本がん転移学会，2001 
 
５． 当科における卵巣腫瘍合併妊娠の管理，山口裕之，寺井義人，植木 健，植田政嗣，植

木 實，第 104 近畿産科婦人科学会 腫瘍研究部会，2001 
 
６． 婦人科癌細胞における dihydropyrimidine dehydrogenase の発現と遺伝子変異，熊谷広

治，植田政嗣，神田宏治，植木 健，寺井義人，山口裕之，植木 實，第 30 回日本婦

人科腫瘍学会，2001 
 
７． 当科における子宮体癌術後療法の変遷とその成績，植木 健，神田宏治，寺井義人，熊

谷広治，植田政嗣，植木 實，第 31 回日本婦人科腫瘍学会，2001 
 
８． 子宮頚癌細胞における VEGF family の遺伝子発現と浸潤動態，寺井義人，植田政嗣，

第 11 回日本がん転移学会，2002 
 
９． 子宮内膜症合併不妊の卵巣顆粒膜細胞における VEGF mRNA 発現の検討，山下能毅，

植田政嗣，寺井義人，後山尚久，植木 實，第 106 回近畿産科婦人科学会 内分泌・生

殖研究部会，2002 
 
１０． 外陰基底細胞癌の 1 例，明瀬大輔，山口裕之，寺井義人，植木 健，植田政嗣，植木 實，

第 106 回近畿産科婦人科学会 内分泌・生殖研究部会，2002 
 

１１． 進行子宮頸部腺癌に対する動注化学療法，植木 健，山口裕之，神田宏治，寺井義人，

熊谷広治，植田政嗣，植木 實，第 106 回近畿産科婦人科学会 腫瘍研究部会，2002 
 
１２． 婦人科癌の浸潤・転移とその制御，植田政嗣，寺井義人，熊谷広治，植木 健，神田宏

治，山下光里，山口裕之，明瀬大輔，洪 耀欽，植木 實，第 108 回近畿産科婦人科学

会，2003 
 
１３． 子宮頸部悪性腺腫の診断について，山口裕之，植木 健，明瀬大輔，出馬晋二，寺井義

人，植田政嗣，神田隆善，植木 實，第 108 回近畿産科婦人科学会  腫瘍研究部会，2003 
 
１４． 卵巣癌における妊孕性温存術の適応と限界，寺井義人，植田政嗣，山口裕之，神田宏治，

西山浩司，植木 健，熊谷広治，植木 實，第 41 回日本癌治療学会，2003 
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１５． 当科における再発卵巣癌の治療の検討，明瀬大輔，寺井義人，平井隆次，山口裕之，植

田政嗣，植木 實，第 109 回近畿産科婦人科学会 腫瘍研究部会，2003 
 
１６． 難治性卵巣癌に対する取り組み：A phase I/II study of weekly Taxol ip+CBDCA iv 

therapy for optimal debulked Epithelial Ovarian Cancer，竹内 聡，宮本岳雄，左右

田裕生，鈴木美奈子，山辺晋吾，寺井義人，植田政嗣，植木 實，濱名伸也，本山 覚，

丸尾 猛，第 109 回近畿産科婦人科学会 腫瘍研究部会，2003 
 
１７． 卵巣癌細胞における血管新生因子の遺伝子発現と浸潤 動態－Taxol による浸潤能抑制

効果を含めた基礎的検討－，植田政嗣，寺井義人，第 13 回日本がん転移学会，2004 
 
１８． 当科における子宮体部非上皮性悪性腫瘍の臨床的検討，西山浩司，寺井義人，山口裕之，

神田宏治，金村昌徳，植田政嗣，植木 實，第 110 回近畿産科婦人科学会 周産期研究

部会，2004 
 
１９． 早期より他臓器に遠隔転移をきたした Paget's disease の１例，田中智人，安田勝行，池

田 篤，寺井義人，亀谷英輝，植田政嗣，植木 實，熱田華子，幾井宣行，第 110 回近

畿産科婦人科学会 周産期研究部会，2004 
 
２０． UAE 後の感染に対し保存的に治療しえた 2 症例，荘園ヘキ子，山口裕之，寺井義人，植

木 健，亀谷英輝，植田政嗣，有本 博，山本和宏，植木 實，第 110 回近畿産科婦人

科学会 周産期研究部会，2004 
 
２１． 子宮頚癌細胞における血管新生および浸潤・転移関連因子の遺伝子発現，植田政嗣，寺

井義人，第 14 回日本がん転移学会，2005 
 
２２． 子宮体癌術後、下肢浮腫出現に続き、17 日目発症した肺塞栓症の１例，中井 豪，神田

宏治，植田政嗣，寺井義人，金村昌徳，山口裕之，植木 實，第 111 回近畿産科婦人科

学会 腫瘍研究部会，2004 
 
２３． 卵巣癌肝転移により胃食道逆流症をおこし頑固な咳嗽を発症した１例，野坂 桜，神田

宏治，荘園ヘキ子，山口裕之，金村昌徳，寺井義人，植田政嗣，植木 實，第 111 回近

畿産科婦人科学会 腫瘍研究部会，2004 
 
２４． 卵巣癌における血管新生因子の遺伝子発現と浸潤動態，植田政嗣，寺井義人，植木 實，

第 64 回日本癌学会，2005 
 
２５． 子宮動脈塞栓術（UAE)後に妊娠に至った１例，山口裕之，植木 健，山本和宏，有本 

博，竹原幹雄，荘園ヘキ子，寺井義人，亀谷英輝，植田政嗣，植木 實，第 113 回近畿

産科婦人科学会 腫瘍研究部会，2005 
 
２６． 過多月経を主訴とする子宮筋腫合併症例に対する子宮鏡を併用したマイクロ波子宮内膜

凝固変性法（MEA)の検討，荘園ヘキ子，山口裕之，中井 豪，竹原幹雄，金村昌徳，

寺井義人，猪木千春，亀谷英輝，植田政嗣，植木 實，第 113 回近畿産科婦人科学会 腫

瘍研究部会，2005 
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２７． 卵巣癌に対する Docetaxel + CBDCA(DJ)療法と weekly Paclitaxel + CBDCA(TJ)療法

の Randomized Phase II study，寺井義人，井谷嘉男，伊藤公彦，山口裕之，西山浩司，

植田政嗣，植木 實，豊田進司，頴川友美，木下由之，野田恒夫，新谷雅史，鍔本浩志，

小笠原利忠，秋山 稔，安達 進，細川健一，第 43 回日本癌治療学会，2005 
 
２８． 子宮鏡所見を重視した子宮内膜細胞診疑陽性所見の検討，布引 治，栗栖義賢，辻 求，

熊谷広治，野田 定，植木 健，寺井義人，植田政嗣，植木 實，第 44 回日本臨床細

胞学会，2005 
 
２９． 初回治療後に再発した卵巣境界悪性腫瘍２例の臨床的検討，田中良道，寺井義人，山口

裕之，西山浩司，金村昌徳，植田政嗣，植木 實，大道正英，第 114 回近畿産科婦人科

学会  腫瘍研究部会，2006 
 
３０． 卵巣チョコレート嚢胞に対する保存手術 4 年後に卵巣癌が発生した 1 例，恒遠啓示，山

下能毅，笠松真弓，明瀬大輔，竹原幹雄，寺井義人，植田政嗣，植木 實，大道正英，

第 114 回近畿産科婦人科学会  内分泌・生殖合同研究部会，2006 
 
３１． 当科における若年子宮頸部前癌病変についての後方視野的検討，西山浩司，金村昌徳，

田中良道，山口裕之，出馬晋二，寺井義人，大道正英，第 115 回近畿産科婦人科学会 腫

瘍研究部会，2006 
 
３２． 当科における子宮内膜癌と子宮内膜異型増殖症に対するＭＰＡ療法の治療成績，安田勝行，

猪木千春，田中良道，恒遠啓示，佐々木浩，西山浩司，山口裕之，竹原幹雄，金村昌徳，寺

井義人, 大道正英，第 116 回近畿産科婦人科学会 腫瘍研究部会，2007 
 
３３． 大学における外来化学療法センターの設立と問題点，寺井義人，田中良道，恒遠啓示，佐々

木浩，安田勝彦，竹原幹雄，金村昌徳，大道正英，第 117 回近畿産科婦人科学会 腫瘍研究

部会，2007 
 
３４． 当科における再発卵巣癌の治療成績，田中良道，恒遠啓示，佐々木浩，竹原幹雄，金村昌徳，

寺井義人，大道正英，第 118 回近畿産科婦人科学会  腫瘍研究部会，2008 
 
３５． 婦人科悪性腫瘍にたいする深部静脈血栓症・肺血栓塞栓症のスクリーニング検査は必要

か？金村昌徳，川口浩史，丸岡理紗，八田幸治，佐野 匠，中村路彦，兪 史夏，藤岡

聡枝，田中良道，関島龍治，恒遠啓示，佐々木 浩，田辺晃子，寺井義人，大道正英，

第 48 回日本婦人科腫瘍学会，2010 
 
３６． 当科での骨盤神経温存広汎子宮全摘術の妥当性とurodynamics studyによる排尿機能の

評価，川口浩史，恒遠啓示，寺井義人，丸岡 寛，吉村真由美，田吹邦雄，古形祐平，

高井雅聡，藤原聡枝，兪 史夏，田中良道，関島龍治，佐々木浩，金村昌徳，大道正英，

第 50 回日本婦人科腫瘍学会，2011 
 
３７． 卵巣癌における E-cadherin, snail, slug の発現意義，高井雅聡，寺井義人，川口浩史，

藤原聡枝，兪 史夏，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，金村昌徳，田辺晃子，大道正英，

第 49 回日本癌治療学会，2011 
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３８． 性腺ホルモン供給源としての閉経後卵巣 ～閉経女性の健康に与える光と影～，田辺晃子，丸

岡理紗，渡辺綾子，高井雅聡，劉 昌恵，芦原敬允，田中智人，寺井義人，大道正英，

第 37 回日本産科婦人科栄養・代謝研究会，2013 
 
３９． 子宮内膜症および卵巣嚢腫に対する各種細径腹腔鏡下手術の有用性，斉藤奈津穂，奥田

喜代司，山下能毅，寺井義人，第 26 回日本内視鏡外科学会，2013 
 
４０． 子宮内膜症性嚢胞の内壁焼灼術は卵巣予備能の低下を回避できるか？斉藤奈津穂，奥田

喜代司，穀内香奈，中村容子，山下能毅，寺井義人，大道正英，第 54 回日本産科婦人

科内視鏡学会，2014 
 
４１． シスプラチン内包 CD24 高分子ミセルの開発とマウス難治性卵巣癌モデルへの治療検討，

芦原敬允，寺井義人，前田和也，小野賀大，中村起代子，兪 史夏，田中智人，林 正

美，田辺晃子，金村昌徳，大道正英，第 67 回日本産科婦人科学会，2015 
 
４２． 手術適応外とされる 28trisomy 症候群に合併した心室中隔欠損症に対する外科治療介入

の臨床像，岡本敦子，藤田太輔，林 篤史，神吉一良，鈴木裕介，佐野 匠，田中健太

郎，古形祐平，大門篤史，宮本瞬輔，寺井義人，大道正英，第 67 回日本産科婦人科学

会，2015 
 
４３． 子宮体がん 早期例の腹腔鏡から進行例にかけての手術の実際，寺井義人，田中智人，

佐々木浩，田中良道，古形祐平，藤原聡枝，兪 史夏，芦原敬允，前田和也，恒遠啓示，

金村昌徳，大道正英，第 57 回日本婦人科腫瘍学会，2015 
 
４４． 子宮癌に対するセンチネルリンパ節生検，田中智人，寺井義人，古形祐平，前田和也，

芦原敬允，藤原聡枝，田中良道，恒遠啓示，佐々木浩，兪 史夏，金村昌徳，山田隆司，

大道正英，第 57 回日本婦人科腫瘍学会，2015  
 
４５． 術前道中化学療法を施行した局所進行子宮頸癌に対する術後補助療法に関する検討，藤

原聡枝，古形祐平，芦原敬允，兪 史夏，田中良道，田中智人，佐々木浩，恒遠啓示，

金村昌徳，寺井義人，大道正英，第 57 回日本婦人科腫瘍学会，2015 
 
４６． 予後不良な子宮体癌に関する組織型からの検討，芦原敬允，前田和也，藤原聡枝，田中

良道，田中智人，恒遠啓示，金村昌徳，寺井義人，大道正英，第 53 回日本癌治療学会，

2015  
 
４７． 当院における ASC-H 判定症例の細胞学的症例，棚田 論，辻  求，栗栖義賢，石崎幸

恵，武田玲郁，浦上真由美，明石静香，吉川純子，出口千尋，中山裕子，山田隆司，廣

瀬善信，寺井義人，田路栄作，竹中明美，第 54 回日本臨床細胞学会，2015 
 
４８． 子宮内膜癌における palbociclib(PD-0332991)の機能解析，田中智人，宮本瞬輔，前田和

也，芦原敬允，藤原聡枝，田中良道，佐々木浩，恒遠啓示，寺井義人，大道正英，第 68
回日本産科婦人科学会，2016  

 
４９． 子宮体癌における腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清 多施設共同研究（TOTOK study），

田中智人，寺井義人，大道正英，林 茂徳，青木大輔，三木通保，藤原 潔，小林栄仁，

木村 正，馬場 長，松村謙臣，第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会，2016 
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５０． 当院でベバシズマブを投与した再発卵巣癌、卵管癌、腹膜癌症例の安全性と有効性の検

討，藤原聡枝，芦原敬允，前田和也，兪 史夏，田中良道，田中智人，佐々木浩，恒遠

啓示，寺井義人，大道正英，第 54 回日本癌治療学会，2016 
 
５１． Laparoscopic Nerve Sparing Radical Hysterectomy for Cervical Cancer，田中智人，

寺井義人，恒遠啓示，大道正英，第 29 回日本内視鏡外科学会，2016 
 
５２． AMH からみた子宮内膜症性嚢胞内壁焼灼術の有用性の検討，中村奈津穂，奥田喜代司，

穀内香奈，小西博巳，中村真由美，劉 昌恵，林 正美，山下能毅，寺井義人，大道正

英，第 38 回日本エンドメトリオーシス学会，2017 
 
５３． ロボット支援下広汎子宮全摘出術，寺井義人，田中智人，藤原聡枝，橋田宗祐，芦原敬

允，大道正英，近畿内視鏡外科研究会，2017 
 
５４． 局所進行子宮頸癌に対する術前動注化学療法，田中智人，寺井義人，丸岡 寛，橋田宗

祐，寺田信一，古形祐平，芦原敬允，前田和也，兪 史夏，藤原聡枝，田中良道，恒遠

啓示，佐々木浩，大道正英，第 55 回日本癌治療学会, 2017  
 
５５． 腹腔広汎子宮全摘術の現状と可能性、ワークショップ９、寺井義人、第 34 回日本内視

鏡学会総会、2021  
 
５６． ロボット体がんの鏡視下手術:本邦での標準化を目指して 先進医療下子宮体癌に対す

る腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術登録結果の検討 ワークショップ 11 鈴木 嘉穂, 
鷲尾 佳一, 清水 真帆, 長又 哲史, 山崎 友維, 村田 友香, 寺井義人、 第 33 回日本内

視鏡外科学会総会、2021  
 
５７． 産婦人科領域の新規保険収載に向けた取り組み ―腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術―  

婦人科腫瘍委員会・社会保険員会合同企画、寺井義人、第 73 回日本産科婦人科学会学

術講演会、新潟、2021 
 
５８． 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術の安全な普及を目指して 寺井義人、第 63 回日本婦

人科腫瘍学会学術講演会、2021 
  
５９． 子宮体がん治療ガイドライン 2023 年版コンセンサスミーティング ガイドライン改訂

のポイント (第 2 章 初回治療,第 7 章 肉腫の治療), 寺井義人, 第 64 回日本婦人科腫

瘍学会学術講演会, 2022 
 
６０． 子宮体癌における鏡視下手術の現状, 寺井義人, 第 60 回日本癌治療学会学術集会, 2022 
 
６１． 卵巣癌における内視鏡手術の現状と今後, 寺井義人, 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講

演会, 2023 
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 (委員会企画) 
1. 第二部 クリニカルクエスチョンの解決に向けて 7）本邦における子宮体癌の低侵襲手

術（MS）の実態調査報告, 吉田 浩, 三上幹男, 町田弘子, 松尾高司, 寺井義人, 藤井多

久磨, 万代昌紀, 小林裕明, 永瀬 智, 第 75 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2023 
 

2. 婦人科腫瘍委員会企画 新展開が予想される婦人科がん診療を先取りする, 6) 低侵襲手

術の新展開, 寺井義人, 第 76 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2024 
 

 
（パネルディスカッション） 
１． 腹腔鏡下婦人科悪性腫瘍手術における安全な視野展開と操作のコツ，寺井義人，田中智

人，大道正英，第 30 回日本内視鏡外科学会, 2017 
 
（公募研究報告） 
１． 婦人科癌の浸潤移転における EMT（Epithelial Mesenchymal Transition）の意義と

EMT 制御をターゲットとした新規治療の基礎的研究，寺井義人，第 53 回日本婦人科腫

瘍学会，2012 
 
（キーノートスピーカー） 
１． 妊娠中の卵巣腫瘍，植田政嗣，亀谷英輝，熊谷広治，池田 篤，寺井義人，山下能毅，

植木 實，杉本 修，第 90 回近畿産科婦人科学会 周産期研究部会，1994 
 

２． 卵巣腫瘍合併妊娠に対する腹腔鏡下手術，寺井義人，林 篤史，藤原聡枝，兪 史夏，

田中智人，田中良道，恒遠啓示，佐々木浩，金村昌徳，山下能毅，大道正英，第 36 回

日本産婦人科手術学会，2013 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
（ランチョンセミナー） 
１． 卵巣癌の最近の知見－腹腔内投与を中心に－，寺井義人，第 41 回日本婦人科腫瘍学会，

2006 
 
２． 子宮頸がんはワクチンで予防できる時代へ，寺井義人，第 4 回日本医療マネジメント学

会大阪支部 学術集会，2011 
 
３． 子宮頸がんは検診とワクチンで予防できる時代へ，寺井義人，第 33 回日本病院薬剤師

会近畿学術大会，2012 
 
４． 子宮体がん根治術～腹腔鏡下手術導入のステップと手技の実際，大道正英，寺井義人，

第 65 回日本産科婦人科学会, 2013, 札幌 
 
５． 婦人科領域における腹腔鏡下手術の現況，寺井義人，第 135 回東北連合産科婦人科学会，

2013 
 
６． 腹腔鏡下悪性腫瘍手術の最前線 －手術をやさしくする ENSEAL G2 の使い方－，寺井

義人，第 54 回日本産科婦人科内視鏡学会，2014 
 
７． Gynecology Laparoscopic Surgery～根治と低侵襲は両立することが可能なのか？ 寺井

義人，第 55 回日本産科婦人科内視鏡学会，2015 
 
８． 4K で実現する、より安全で精緻な婦人科腹腔鏡下手術～良性疾患から悪性疾患まで～，

寺井義人，第 68 回日本産科婦人科学会，2016 
 
９． 蛍光 ICG 法を用いた婦人科悪性腫瘍手術，寺井義人，第 58 回日本婦人科腫瘍学会，2016 
 
１０． 産婦人科腫瘍手術における低侵襲手術の未来開腹，ラパロ，ダビンチの適応と可能性，

寺井義人，田中智人，田中良道，古形祐平，藤原聡枝，兪 史夏，芦原敬允，前田和也，

恒遠啓示，佐々木浩，大道正英，第 69 回日本産科婦人科学会学術講演会，2017 
 
１１． 腹腔鏡下子宮体癌手術の標準化と発展～大学における教育の面から～，寺井義人，第 59

回日本婦人科腫瘍学会学術講演会，2017 
 
１２． 腹腔鏡下婦人科悪性腫瘍におけるアドスプレーの有用性，寺井義人，第 70 回日本産科

婦人科学会学術講演会，2018  
 

１３． ICG によるセンチネルリンパ節マッピングと婦人科悪性腫瘍手術への応用。寺井義人,
第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会、2019  
 

１４． 婦人科腫瘍における鏡視下手術～腹腔鏡手術からロボット手術～, 寺井義人, 第 42 回日

本産婦人科手術学会、第 8 回日本婦人科ロボット手術学会、2020 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
１５． 婦人科悪性腫瘍におけるロボット手術の現在地、寺井義人, 第 9 回日本婦人科ロボット

手術学会共催セミナー４, 島根, 2021 
 

１６． 婦人科腫瘍における鏡視下手術ー腹腔鏡手術からロボット手術へー 寺井義人, 第 149
回東北連合産婦人科学会, 2021 
 

１７． 国産手術支援ロボット hinotori™  婦人科領域拡大への期待、寺井義人, 第 74 回日本

産科婦人科学会学術講演会, 2022 
 

１８． 国産手術支援ロボット hinotori™  臨床に向けた取り組み, 寺井義人, 第 62 回日本産

科婦人科内視鏡学会学術講演会, 2022 
 

１９． hinotori™ 骨盤領域への第一歩 婦人科領域における臨床応用, 寺井義人, 第 35 回日本

内視鏡外科学会総会, 2022 
 

２０． 婦人科領域における hinotori™ の幕開け, 寺井義人, 第 11 回日本婦人科ロボット手術学

会, 2023 
 
（モーニングセミナー） 
１． 子宮頸がんはワクチンで予防できる時代へ寺井義人，第 12 回日本婦人科がん分子標的研究

会学術集会，2013 
 
（イブニングセミナー） 
１． 婦人科悪性腫瘍における腹腔鏡下手術，寺井義人，第 56 回日本婦人科腫瘍学会，2014 
 
２． 婦人科腫瘍手術におけるパラダイムシフト、寺井義人，ぐんま産婦人科周術期セミナー、

2021 
 
３． 婦人科悪性腫瘍における鏡視下手術の現在地、寺井義人，第 2 回次世代婦人科 MIS 研究

会、2021 
 
４． 婦人科腫瘍における鏡視下手術～貧血からロボット手術まで～、寺井義人，第 348 回筑

後ブロック産婦人科医会研修会, 2021 
 
５． 婦人科における安全な鏡視下手術を目指して、寺井義人，第 602 回松山産婦人科医会 10

月例会, 2021 
 
６． 子宮頸がんに対する鏡視下手術、寺井義人，がん医療 WEB セミナー（WØW!）, 2021 

 
７． 婦人科がん領域におけるロボット手術, 寺井義人, 第 60 回日本癌治療学会学術集会, 

2022 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
（招請講演）  
１． Developmental chemotherapy for Gynecological cancer in Japan，Terai Y，19th The 

International Seminar of Gynecologic Oncology，2003  
 
２． Laparoscopic surgery for endometrial cancer in Japan, Terai Y. 28th European 

Society for Gynaecological endoscopy, 2019  
 
（シンポジウム） 
１． Laparoscopic surgery for endometrial cancer in Japan，Terai Y，The 5th Biennial 

Meeting of ASGO 2017，2017 
 

２． Standard treatment for MIS for endometrial cancer in Japan International 
Symposium 6 Standard Treatment for MIS for Endometrial cancer, Terai Y, The 
21st APAGE Annual Congress 2021, 2021 

 
（ワークショップ） 
１． Laparoscopic nerve-sparing radical hysterectomy in early stage cervical cancer，

Terai Y, Ohmichi M，18th APAGE Annual Congress 2017，2017 
 

２． Surgical Film Festival: Cervical and Endometrial Cancer, Para-aortic 
transperitoneal lymphadenectomy, Terai Y, IGCS 2021 Annual Global Meeting, 2021 

 
（Speakers） 
１． Total laparoscopic modified radical hysterectomy in clinical stage Ⅰendometrial 

cancer，Terai Y，6th AAGL International Congress on Minimally Invasive Gynecology 
in conjunction with 12th APAGE Annual Congress hosted by JSGOE，2011 

 
２． Pelvic lymphadenectomy for endometrial cancer，Terai Y，The 3rd Biennial Meeting 

of ASGO，2013 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
（一般演題） 
１． Tumor angiogenesis in cervical carcinoma，Ueda M, Terai Y，7th Taiwan Joint 

Cancer Conference，2002 
 
２． Clinicopathological characteristics of sarcoma of the uterus: retrospective study of 

treatment in the last decade，Takeuchi S, Adachi S, Ogasawara Y, Itani S, Toyoda H, 
Terai Y, Morita H, Fukunishi A, Suzuki J, Yano H, Fujita T, Kim K，21th American 
Society of Clinical Oncology，2002 

 
３． Glutathione S-transferase GSTM1,GSTT1 and p53 codon 72 polymorphisms in 

human tumor cells，Ueda M, Hung YC, Terai,Y, Yamaguchi H, Akise D, Ueki M，

21th Human Cell Society，2003 
 
４． Clinicopathological study of treatment in patients with uterine sarcoma，Terai Y, 

Takeuchi S, Kita T, Kigawa J, Tabata T, Ogasawara T, Sakata M, Itoh K, Sagae S, 
Sugiyama T，10th ECCO，2003 

 
５． Tumor angiogenesis and molecular target therapy in gynecological cancer，Ueda M, 

Terai Y, Ueki M，22th Human Cell Society，2004 
 
６． Somatic mutation in the EGFR gene in ovarian carcinoma detected by SSCP and 

direct sequencing，Terai Y, Sugita M, Ueda M, Ueki M, Bemis L, Haney J, Franklin 
W.A，42th American Society of Clinical Oncology，2006 

 
７． Analysis of EGFR Gene Mutation and Aberrant Phosphorylation of ERK and Akt In 

Ovarian Cancer，Tanaka Y, Tanabe A, Sasaki H, Ohmichi M, Kanemura M, Terai Y，

58th ACOG，2010 
 
８． Acquisition of skills to ensure safe, sure, and smooth laparoscopic surgery for 

endometoriosis，Kumagai K, Yamashita Y, Terai Y, Okuda K, Ohmichi M，6th AAGL 
International Congress on Minimally Invasive Gynecology in conjunction with 12th 
APAGE Annual Congress hosted by JSGOE，2011 

 
９． Minilaparoscopic surgery for patients with endometriosis，Okuda K, Tsuneto S, 

Nakamura Y, Hayashi A, Hayashi M, Yoshida Y, Yamashita Y, Terai Y, Ohmichi M，

6th AAGL International Congress on Minimally Invasive Gynecology in conjunction 
with 12th APAGE Annual Congress hosted by JSGOE，2011 

 
１０． Prognostic impact of EMT (Epithelia-Mesenchymal-Transition) related protein 

expression in endometrial cancer，Tanaka Y, Terai Y, Kawaguchi H, Takai M, 
Fujiwara S, Yu S, Tsunetoh S, Sasaki H, Kanemura M, Tanabe A, and Ohmichi M，

AACR Annual Meeting，2012 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
１１． Elevated Serum Estradiol Level of Ovarian Vein in Postmenopausal Patient with 

Endometrial Cancer of Type1，Tanabe A, Ashihara K, Tanaka T, Maruoka R, 
Kanemura M, Terai Y, Ohmichi M，The 5th APMF，2013 

 
 
１２． Epithelial-mesenchymal-transition (EMT) in endometrial cancer，Tanaka Y, Terai Y, 

Ashihara K, Maeda K, Kawaguchi H, Yoo M, Nakamura K, Takai, Fujiwara S, 
Tsunetoh S, Sasaki H, Kanemura M, Tanabe A, Ohmichi M，The 3rd Biennial 
Meeting of ASGO, 2013  

 
１３． Neoadjuvant intraarterial chemotherapy using an original fourlumen 

double-balloon catheter for locally advanced uterine cervical cancer，Tanaka T, Terai 
Y, Ashihara K, Maeda K, Yoo M, Kawaguchi H, Nakamura M, Takai M, Fujiwara S, 
Tanaka Y, Tsunetoh S, Sasaki H, Kanemura M, Ohmichi M，The 3rd Biennial 
Meeting of ASGO, 2013 
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